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イン ドリンスピロア ミナ-ル骨格を有するent-Neoxalineの仝合成
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【背景 ･目的】Neoxaline(1)は真菌AspergillusjaponicusFg-551の培養液中より単
離されたインドールアルカロイ ドである｡1は特徴的なインドリンスピロアミナ-

ル骨格に加えて橋頭位のリバースプレニル基と E-デヒドロヒスチジンを併せ持つ｡

しかし､その絶対立体構造は未決定のままである｡これまでイン ドリンスピロア

ミナ-ル骨格を有する天然物の全合成の報告はなく､本骨格の構築法や安定性､

生物活性に与える影響も解明されていない ｡ 我々は昨年度の年会でイン ドリンス

ピロアミナ-ル体 2の効率的な合成を報告した｡今回､デヒドロヒスチジン部分

の構築と光異性化反応を鍵にent-1の合成を達成 したので報告する｡

【方法 ･結果】合成した 2の水酸基とアミドを保護 した後､アルデヒド3とのア

ル ドール反応に続く脱水反応により､Z選択的にデヒドロアミノ酸部分を構築でき

た｡続いて全ての保護基の除去と1位の水酸基のメチル化､9位のエビメリ化を経

て4を合成した｡最後に光異性化反応を行 うことでent-1の全合成を達成した｡合

成 したent-1の旋光度から1の絶対立体構造を決定した｡
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